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　1.本図面は、完成図・管理用平面図・現地計測か

　ら作成したものであり、平面位置関係等において

　は、現地測量を要する。

注記）

村田川橋 全体一般図(その1)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋

全体一般図(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所
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設　計　条　件
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　1.本図面は、完成図・管理用平面図から作成した

　ものであり、平面位置関係等においては、現地測

　量を要する。

注記）

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋

全体一般図(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 全体一般図(その2) 2   28
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縮　　　尺

設計会社名

施工会社名
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図面番号図　示
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　1. 本図面は、完成図・管理用平面図・簡易計測から

　   作成したものであり、平面位置関係等においては、

　   現地測量を要する。

注記）
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　1. 本図面は、完成図・管理用平面図から作成したも

　   のであり、平面位置関係等においては、現地測量

　   を要する。

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚

構造物掘削図 特殊部C(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

　2. 底版コンクリートの撤去は、掘削時の湧水の状況

　   に応じて、判断すること。
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材料表

名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=2.5m

ライナープレート 2.7×500×1570 (SP-10)        26.0          30       780.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×942  (SP- 6)        16.2          10       162.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1008 (PL- 6)        20.8          10       208.0 黒皮　(参考図)

組立ボルト M16×30 （4.6，LP用）       0.137         318        43.6

組立ボルト M16×45 （8.8，HR用）       0.158         392        61.9

小計      1442.0 kg

補強リング(H-200)・・・4リング　　　（　継手部・・・5箇所／1リング当たり　）

直　　材 H-200×200×8×12×3762       187.7           4       750.8 黒皮

直　　材 H-200×200×8×12×2666       133.0           8      1064.0 黒皮,特殊

コーナー材 H-200×200×8×12×1944        97.0           8       776.0 黒皮　(参考図)

継手板 PL-200×12×440        8.29          40       331.6 黒皮

継手ボルト M20×55(8.8)       0.287         480       137.8

小計      3560.2 kg

支保工（参考）

縦　　梁 H-200×200×8×12×5700       313.5           4      1254.0 山留材

切　　梁 H-200×200×8×12×1209        66.5           8       532.0 山留材

小計      4452.0 kg

合計      9454.2kg
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ライナープレート　t=2.7  

補強リング　H-200×200×8×12

2
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1
5

3
00
0

2
6
1
5

(上部) (下部)

平面図平面図

（上部）

名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=3.0m

ライナープレート 2.7×500×1570 (SP-10)        26.0          84      2184.0 黒皮

ライナープレート 2.7×500×942  (SP- 6)        16.2          12       194.4 黒皮

ライナープレート 2.7×500×1008 (PL- 6)        20.8          24       499.2 黒皮　(参考図)

組立ボルト M16×30 （4.6，LP用）       0.137        1184       162.2

組立ボルト M16×45 （8.8，HR用）       0.158         528        83.4

小計      3123.2 kg

補強リング(H-200)・・・3リング　　　（　継手部・・・10箇所／1リング当たり　）

直　　材 H-200×200×8×12×3762       187.7          12      2252.4 黒皮

直　　材 H-200×200×8×12×2506       125.0           6       750.0 黒皮

コーナー材 H-200×200×8×12×1944        97.0          12      1164.0 黒皮　(参考図)

継手板 PL-200×12×440        8.29          60       497.4 黒皮

継手ボルト M20×55(8.8)       0.287         720       206.6

小計      4870.4 kg

合計      7993.6 kg

（下部）

ライナープレート　t=2.7  

補強リング　H-200×200×8×12

ライナープレート 2.7×500×785  (SP- 5)        13.7           5        68.5 黒皮

直　　材 H-200×200×8×12×2506       125.0           4       500.0 黒皮

縦　　梁 H-200×200×8×12×3200       176.0           2       352.0 山留材

H-200×200×8×12×1815        99.8           8       798.4 山留材

H-200×200×8×12×1809        99.5           6       597.0 山留材切　　梁

切　　梁

縦梁　H-200×200×8×12(山留材)

切梁　H-200×200×8×12(山留材)

ライナープレート 2.7×500×1413 (SP- 9)        23.6           5       118.0 黒皮

副部材(A)

副部材(B)

主部材合計  3533.4 × 22%       777.3

      141.3主部材合計  3533.4 ×  4%

村田川橋 (上り線) P2橋脚 構造物掘削図 特殊部C(その2) S=1:100

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚

構造物掘削図 特殊部C(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所
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継手部詳細図（矢視）　S=1:20

6-φ21

PL-6（コ－ナ－用）(参考図)

ライナープレート詳細図

 L-75×75×6×500

 FB-65×6×420

ナット溶接

継手板　PL-200x12x440

M20x55(8.8)

M16x45(8.8)

t=12

25x30　長孔

補強リング継手部詳細図　S=1:20

9,8,5,4@157

10,9,6,5-φ21

t=2.7

SP-10,9,6,5

補強リング詳細図(参考図)
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村田川橋 (上り線) P2橋脚 構造物掘削図 特殊部C(その3)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

構造物掘削図 特殊部C(その3)

S=1:40 6   28
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横変位拘束構造
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横変位拘束構造

コンクリートはつり範囲
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1

400
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GA1

GA2

GA3

GA4

S=1:80

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) A1橋台

縁端拡幅工詳細図(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線) A1橋台 縁端拡幅工詳細図(その1)
縁端拡幅工B

配置図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     けて施工のこと。

     のこと。
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kg合  計

鉄筋質量合計

1-2H 6020 2D16

D13 kg6

1.56

鉄筋質量表
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9.39 19

D16 1.56 23

1422

2-1H 6020 8D16 1.56 9.39 75

2-2H 7300 8D16 1.56 11.4 91
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平均長

S=1:100

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) A1橋台

縁端拡幅工詳細図(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線) A1橋台 縁端拡幅工詳細図(その2)
縁端拡幅工B

配筋図

    1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

       鉄筋はSD345を使用する。

    3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映のこと。

    4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性をよくするため、

    5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避けて施工のこと。

    2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

 すべて完成図を基に作図を行なっている。

  注記）

 WJによる表面処理を行うこと。

    6. 鉄筋のラップ長は30D以上とする。
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村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側) 縁端拡幅工詳細図(その1) S=1:80

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側)

縁端拡幅工詳細図(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

縁端拡幅工B

配置図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     て施工のこと。

     のこと。
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10 埋込み長480(240)

削孔長 490(250)

アンカー工詳細図　S=1:10

S=1:80

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側)

縁端拡幅工詳細図(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側) 縁端拡幅工詳細図(その2)
縁端拡幅工B

配筋図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     て施工のこと。

     のこと。

  6. 鉄筋のラップ長は30D以上とする。
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2 2

村田川橋 (上り線) P2橋脚(A2側) 縁端拡幅工詳細図(その1) S=1:80

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚(A2側)

縁端拡幅工詳細図(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

縁端拡幅工B

配置図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     て施工のこと。

     のこと。

11   28



138

125

108

 95

 82

 56

 69

151

151

137

118

104

 89

 75

 61

165

a

 41

 37

 32

 28

 25

 21

 17

Δ l a

  8

  7

  6

  5

  5

  4

  3

Δ l

l

D32

D29

D25

D22

D19

D13

D16

φ

D35

Δl=2*l-a

12φl

a

 96

 87

 75

 66

 57

φ

 48

 39

105

θ

θ=135°θ=90°

Δ

 45

164179   9D38 114

177193  10D41 123  53

220240  12D51 153  66

 49

  8

R

176

159.5

137.5

121

104.5

71.5

88

192.5

209

225.5

280.5

l

l

φ

θ

a

R

R

R

鉄筋加工寸法表

1A

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg991小計

kg991合計

鉄筋質量合計
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10 埋込み長435

削孔長 445

アンカー工詳細図　S=1:10

S=1:60

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚(A2側)

縁端拡幅工詳細図(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線) P2橋脚(A2側) 縁端拡幅工詳細図(その2)
縁端拡幅工B

配筋図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     て施工のこと。

     のこと。
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) A2橋台

縁端拡幅工詳細図(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線) A2橋台 縁端拡幅工詳細図(その1)
縁端拡幅工B

配置図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     て施工のこと。

     のこと。
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg1072小計

kg1072合計

鉄筋質量合計

D29 5.041020 129 5.14 663

3H D13 440 6 0.44 3

1-1H D16 1.5610000 10 15.6 156

2H D16 1.561460 88 2.28 201
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0.995

6-D13×4403
H

195

129-D29×10201
A

3
4
8

R=87

535

195

10000

88-D16×14602
H

10-D16×100001-1
H

8
1

137

3135
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H
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C  -  C

40@300=12000181 142

7
0
1
1
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70
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D161
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250

D  -  D

241 260

8
6
0
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5
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5
2
8

250

100

250

200

200

アンカー筋 

削
孔
径

φ
39

エポキシ樹脂系注入材

D
29

10 埋込み長435

削孔長 445

アンカー工詳細図　S=1:10

S=1:60

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

縁端拡幅工詳細図(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線) A2橋台

村田川橋 (上り線) A2橋台 縁端拡幅工詳細図(その2)
縁端拡幅工B

配筋図

  1. コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

     鉄筋はSD345を使用する。

  3. 施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

  4. 既設コンクリート表面は、コンクリートの付着性

  5. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

  2. 本図の既設構造物の基準寸法·部材寸法などは、

     すべて完成図を基に作図を行なっている。

注記）

     をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

     て施工のこと。

     のこと。

  6. 鉄筋のラップ長は30D以上とする。
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配 置 図
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横変位拘束構造

横変位拘束構造

横変位拘束構造

1725

1759 194

5
0
0

193

3
50

50

1
30
0

7
5

2
23

1
6
5
0

65

コンクリートはつり工A

コンクリートはつり工A

コンクリートはつり工A

横変位拘束構造

3
5
0

1

1

3 3

GA1

GA2

GA3

GA4

400

2 2

V=0.060m3

V=0.060m3

V=0.060m3

村田川橋 (上り線) A1橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その1) S=1:80

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) A1橋台

横変位拘束構造M 構造詳細図(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

注記）

  1. 施工にあたっては、現地計測を実施して

  2. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3. 施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定

　　 避けて施工のこと。

　   すること。

　4 .検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　 調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施する

　　 こと。

     既設構造物寸法を再確認すること。
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モルタル厚

30
座金 (M48用)

エポキシ樹脂系注入材

アンカーボルト詳細図 S=1:10

ねじ切り部

L＝

BN M16x100
(1-Uナット、2-W付)

緩衝材

(クロロプレンゴム)

φ
1
9

φ
4
0

5550

2030

緩衝材取付詳細図 S=1:10

  1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

注記）

  2. 部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  3. アンカーボルトは、ネジ切り部のみ溶融亜鉛めっき

  4. 工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測

     確認のうえ行うものとする。 

  5. アンカーボルトは接着系アンカーとする。 

  6. アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保

村田川橋 (上り線) A1橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その2) S=1:25

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) A1橋台

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

横変位拘束構造M 構造詳細図(その2)

  　 すること。

　　 付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　　 ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

　　 とすること。

  　 用いる。 

  7. FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を
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400

2 2

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

横変位拘束構造M 構造詳細図(その1)

村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側)横変位拘束構造M 構造詳細図(その1) S=1:80

  2. アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3. 施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定

　　 避けて施工のこと。

　   すること。

　4 .検査路及び排水管等の付属物については事前に現地

　　 調査を行い、必要に応じて移設・改良を実施する

　　 こと。

注記）

  1. 施工にあたっては、現地計測を実施して

     既設構造物寸法を再確認すること。
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線) P2橋脚(P1側)

横変位拘束構造M 構造詳細図(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

  1. 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

注記）

  2. 部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  3. アンカーボルトは、ネジ切り部のみ溶融亜鉛めっき

  4. 工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測

     確認のうえ行うものとする。 

  5. アンカーボルトは接着系アンカーとする。 

  6. アンカーボルト間隔は5d(d:アンカー径)以上を確保

  　 すること。

　　 付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

　　 ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

　　 とすること。

  　 用いる。 

  7. FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を
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炭素繊維シート

目付300g/m2 水平方向 1層

炭素繊維シート施工断面図

炭素繊維巻立て下地処理工

樹脂上塗り

炭素繊維巻立て工　目付300ｇ/m2 水平方向 1層

樹脂下塗り

炭素繊維巻立て表面仕上げ工

不陸修正用エポキシパテ

既設柱コンクリート

炭素繊維巻立て下地処理工

樹脂上塗り

炭素繊維巻立て工　目付200ｇ/m2 1層

樹脂下塗り

炭素繊維巻立て表面仕上げ工

不陸修正用エポキシパテ

既設柱コンクリート

樹脂上塗り

炭素繊維巻立て工　目付300ｇ/m2 1層

樹脂下塗り

b部

鉛直方向 1層

水平方向 1層

a部

繊維目付

200

(g/m2)
引張強度

3400

(N/mm2)
引張弾性率

(2.45±0.36)×10

(N/mm2)

5

設計厚さ

0.111

(mm)

炭素繊維シート性能表

300 3400 (2.45±0.36)×100.167
5

78.9

項　目

m2 78.9

炭素繊維シート工数量表
単位 数　量 備　 考

炭素繊維巻立て下地処理工

炭素繊維巻立て工

炭素繊維巻立て表面仕上げ工

m2

m2 t=1mm

水平方向 1層 300g/m273.4

m2 5.5

炭素繊維シ－ト面取り

R=50以上

柱面曲り部詳細図 S=1:20

既設柱

重ね継手詳細

200mm以上炭素繊維シート

炭素繊維シート
目付300g/m2 水平方向 1層

炭素繊維シート
目付300g/m2 水平方向 1層

炭素繊維シート
目付300g/m2 水平方向 1層

炭素繊維シート
a部

a部

b部

a部

6
4
6
6

1
3
0
0

2
6
6
6

(1-1)

1 1

エポキシ樹脂プライマー
エポキシ樹脂プライマー

B

C 水平方向 1層 300g/m2, 鉛直方向 1層 200g/m2

目付300g/m2 水平方向 1層
目付200g/m2 鉛直方向 1層

村田川橋 (上り線) P2橋脚 炭素繊維巻立て補強詳細図 S=1:200

番

大成エンジニアリング株式会社

号面図図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

村田川橋 (上り線) P2橋脚

炭素繊維巻立て補強詳細図

注記）

　1. 施工にあたっては、現地計測を実施して

　　 構造寸法を再確認すること。

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
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3

はつり数量表

単位
橋脚部
(沓座)

m
3 ウォータージェット0.033

0.072

A1
既設ストッパー撤去

位置図

P1 P2
既設ストッパー撤去

既設ストッパー撤去

上り線

下り線

5
0
0

埋戻し数量表

ブレーカーはつり

ウォータージェットはつり

側面図

ガス切断

ガス切断

側面図

平面図
埋戻し工

500

橋脚天端

60

ガス切断

P2

3
0
0

1079

68
°
0'
0"

上り線P2橋脚(P1)外側

コンクリートはつり工

ブレーカーはつり

ウォータージェットはつり

平面図

m
3

はつり数量表

単位
橋脚部
(沓座)

m
3 ウォータージェット0.032

0.149

A2側P1側

橋台天端

6
0

P2

3
0
0

1079

68
°
0'
0"

平面図

埋戻し工
側面図

埋戻し工

1079

埋戻し数量表

A2側P1側

4
6
0

1079

橋脚天端

60

ガス切断

P2

3
0
0

1079

68
°
0'
0"

上り線P2橋脚(P1)中分側

コンクリートはつり工

ブレーカーはつり

ウォータージェットはつり

平面図

m
3

はつり数量表

単位
橋脚部
(沓座)

m
3 ウォータージェット0.032

0.149

A2側P1側

橋台天端

6
0

P2

3
0
0

1079

68
°
0'
0"

平面図

埋戻し工
側面図

埋戻し工

1079

埋戻し数量表

40

40

44

40

4
0

4
0

m
2

単位
橋脚部

埋戻し工

項目 (沓座)

0.324m
2

単位
橋脚部

埋戻し工

項目 (沓座)

0.324m
2

単位
橋脚部

埋戻し工

項目 (沓座)

0.333

備考

無収縮モルタル 率計上項目

コンクリート構造物取壊し (TypeB)

項目 摘要

ブレーカーはつり（有筋） 率計上項目

コンクリートはつり工A

コンクリート構造物取壊し (TypeB)

項目 摘要

ブレーカーはつり（有筋） 率計上項目

コンクリートはつり工A

コンクリート構造物取壊し (TypeB)

項目 摘要

ブレーカーはつり（有筋） 率計上項目

コンクリートはつり工A

備考

無収縮モルタル 率計上項目

備考

無収縮モルタル 率計上項目

村田川橋 (上り線) 構造物取壊し工 サイドストッパー詳細図(その1) S=1:50

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

注記）

　1. 施工に際しては現場計測を行い、実測結果を反映の

　2. はつりに伴い不要となる鉄筋以外は、切断しないよ

　　 う留意のこと。

　　 こと。

村田川橋 (上り線)
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既設ストッパー撤去

既設ストッパー撤去

位置図
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上り線P2橋脚(A2)中分側
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埋戻し工
側面図
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埋戻し工

埋戻し数量表

460

4
6
0

上り線A2橋台

コンクリートはつり工

橋脚天端

A2
P2側

60

60

側面図

ガス切断

ガス切断

587

456

3
0
0

327

60

平面図

ブレーカーはつり

ウォータージェットはつり

m
3

はつり数量表

単位
橋脚部
(沓座)

m
3 ウォータージェット0.033

0.072

埋戻し工

橋台天端

A2
P2側

60

60

側面図

5
0
0

500

埋戻し工

631

500

3
0
0

327

60

平面図

埋戻し数量表

4
0

4
0

40

40

40

44

m
2

単位
橋脚部

埋戻し工

項目 (沓座)

0.358 m
2

単位
橋脚部

埋戻し工

項目 (沓座)

0.358
m

2

単位
橋脚部

埋戻し工

項目 (沓座)

0.333

コンクリート構造物取壊し (TypeB)

項目 摘要

ブレーカーはつり（有筋） 率計上項目

コンクリートはつり工A

コンクリート構造物取壊し (TypeB)

項目 摘要

ブレーカーはつり（有筋） 率計上項目

コンクリートはつり工A

コンクリート構造物取壊し (TypeB)

項目 摘要

ブレーカーはつり（有筋） 率計上項目

コンクリートはつり工A

備考

無収縮モルタル 率計上項目

備考

無収縮モルタル 率計上項目
備考

無収縮モルタル 率計上項目

村田川橋 (上り線) 構造物取壊し工 サイドストッパー詳細図(その2) S=1:50

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

注記）

　1. 施工に際しては現場計測を行い、実測結果を反映の

　2. はつりに伴い不要となる鉄筋以外は、切断しないよ

　　 う留意のこと。

　　 こと。

村田川橋 (上り線)
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上り線路肩規制

※ 10ｍ～20ｍ 間隔

作業箇所

追越車線

走行車線

※ 10ｍ 間隔

交通監視員

路　肩 標識車

100m 50m 100m 100m 300m 20m

60

追越禁止

80

追越禁止

ここから

ここから

500ｍ先200ｍ先

60

追越禁止

ここから

ここから

（注１）※は作業箇所の範囲により判断する

（注２）標識車は、車載式標識車も含む

（注３）ラバーコーンには、風による倒れ防止のため、錘（コーンベット２kg）等の対応を行うこと

4
0
c
m
以

内

中央分離帯

昼　間

 ■ 数量表

交通規制工 (路肩規制 Ａ)

標識車 (貸与品)
規制標識 (貸与品)

台
枚

1
5

点滅灯 (貸与品)
ラバーコーン (貸与品)
反射矢印板 (貸与品)

交通監視員（工事用車両出入口） 名1

橋長　71.3m100m

個17
個17
枚6

交通監視員

交通監視員（施工箇所） 名1

交通監視員

交通監視員

交通監視員（テーパー部） 名1

交通監視員（規制内巡回等） 名1
大成エンジニアリング株式会社設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

村田川橋 (上り線) 交通規制図(その1) 【路肩規制 Ａ】

村田川橋 (上り線)

交通規制図(その1)

至　市原IC至　蘇我IC

―

事務所名
東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

館 山 自 動 車 道

村 田 川 橋 耐 震 補 強 工 事
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60

追越禁止

ここから

ここから

走行車線

追越車線

路　肩

中央分離帯

1500ｍ先 1500ｍ先 1000ｍ先

80

追越禁止

ここから

ここから

右車線へ 500ｍ先 300ｍ先

50

追越禁止

ここから

※
1 20m～

30m 間
隔

ﾛﾎﾞｯﾄ
標識車

交通監視員

作業箇所

50

追越禁止

20m

500m

20m

200m 300m 200m 100m 200m

1000m 200～300m 100m 50m

回転灯Ａ

①

発

機
電

工

事

中

こ

の

先

一

〇

〇

ｍ

②

工

事

中

こ

の

先

三

〇

〇

ｍ
発

機
電

内照式工事予告看板

（注１）Ａ、Ｂの回転灯は、黄色もしくは自動点滅灯とする

（注２）Ｂは曲線部で見通しが悪い場合に、夜間のみ作業箇所の手前に黄色、もしくは視認性の良い回転灯を設置する

（注３）夜間は①、②を追加する。

（注４）※１は、作業箇所の範囲により判断する

（注５）※２の発煙筒は、設置・撤去各3本の使用を基本とする

回転灯Ｂ

①②

※1 10ｍ～20ｍ 間隔

コーン設置型 標識柱設置型

赤色サークルライト黄色回転灯

※Ａ，Ｂの黄色回転灯は赤色サークルライトに代用する場合がある

※標識柱設置型は1000m工事看板に設置する

下り線走行車線規制

夜　間

 ■ 数量表

交通規制工 (車線規制 Ａ(Ｎ) )

標識車 (貸与品)

規制標識 (貸与品)
標識等安全施設(回転灯)(貸与品)
内照式工事予告看板 (貸与品)

台

枚
基
基

1

10
2
2

発電機 (受注者持ち)
点滅灯 (貸与品)
ラバーコーン (貸与品)
反射矢印板 (貸与品)

台2

交通誘導ロボット (貸与品) 基1

橋長　71.3m

枚11

個28
個28

20m

発煙筒 (15分)(受注者持ち)※2 本54

交通監視員

交通監視員

交通監視員

防護車両 (受注者持ち) 台1

防
護
車
両

交通監視員（工事用車両出入口） 名1
交通監視員（施工箇所） 名1

交通監視員（テーパー部） 名1

交通監視員（規制内巡回等） 名1
大成エンジニアリング株式会社

―

設計会社名

図面の種類

縮　　　尺 図面番号

施工会社名

村田川橋 (上り線)

交通規制図(その2)

事務所名
東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

館 山 自 動 車 道

村 田 川 橋 耐 震 補 強 工 事

村田川橋 (上り線) 交通規制図(その2) 【車線規制 Ａ(Ｎ)】

至　市原IC至　蘇我IC
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P1

A2
P2

至 市原IC

15+20STA15

至 蘇我IC

スライドアームバックホウ（0.16m3）

ダンプトラック（10t）

100
0

市
道
143号

線

県道126号線

市道3563号線交通誘導警備員B2

交通誘導警備員B1

交通誘導警備員B2

歩車道（規制範囲）

歩道（通行可）

村田川橋 (上り線) 一般道路交通規制図(参考図)

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

（歩道＋片側車線規制）

歩行者動線

交通誘導員

歩行者通行帯（規制内）

村田川橋 (上り線)

一般道路交通規制図(参考図)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

S=1:250

図　示
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圧送管

※遮音壁開口扉を利用し本線から外へ配管

市道143号線

市道3529号線

二級河川村田川

P1A1

A2
P2

14+20 14+40 15+20STA15

ポール

輪留め

平 面 図 S=1:500

定置式コンクリートポンプ

輪留め

ガス管φ600

資材置場

小型アジテータ車(3t)

圧送管

縁端拡幅工

縁端拡幅工縁端拡幅工

小型アジテータ車(3t)

小型コンクリートポンプ車

足場工(作業構台)

小型アジテータ車(3t)

小型コンクリートポンプ車

１６ｔラフタークレーン

ユニック車（４ｔ）

15000

市
道
3529号

線

市
道
143号

線

県道126号線

二
級
河
川
村
田
川

市道3563号線

至 市原IC至 蘇我IC

村田川橋 (上り線) 施工要領図(参考図)(その1)

図　示

村田川橋 (上り線)

施工要領図(参考図)(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

施工フロー

支保工足場設置

コンクリート縁端拡幅設置

鋼製横変位拘束構造設置

・あと施工アンカー削孔工，注入工

・鉄筋工

・型わく工

・コンクリート工

・鉄筋探査工

・あと施工アンカー削孔工，注入工

・部材取付工

・鉄筋探査工

既設サイドストッパー撤去

・鉄筋切断工

・断面修復工

・コンクリート構造物取壊し(ﾌﾞﾚｰｶｰ,WJ)

検査路・排水管撤去

支保工足場撤去

検査路・排水管復旧

近接調査計測

（橋座補強時）

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
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P1

A2
P2

15+20STA15

ガス管φ600

スライドアームバックホウ（0.16m3）

100
0

資材置場

市道3563号線

市
道
143号

線

県道126号線

二
級
河
川
村
田
川

至 市原IC
至 蘇我IC

ダンプトラック（10t）

（橋脚耐震補強時）

村田川橋 (上り線) 施工要領図(参考図)(その2)

・炭素繊維シート巻立工

足場撤去

施工フロー

構造物掘削(ライナープレート)

橋脚耐震補強

検査路・排水管復旧

足場設置

掘削土埋戻し

平 面 図 S=1:250

施工要領図(参考図)(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

村田川橋 (上り線)

図　示

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
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正面図

A1 橋台

P2 橋脚(P1側)
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A2 橋台
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ガス管φ600

輪留め

250

400

450

250400

1
20
0

3742

2
2
1
1

120
0

13958
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0
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縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

横変位拘束構造

横変位拘束構造

縁端拡幅工
縁端拡幅工

縁端拡幅工

横変位拘束構造

横変位拘束構造

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

縁端拡幅工

横変位拘束構造

横変位拘束構造

項　目 A1単位 備　考

31.2空m3足場工(防護型)B

103.7空m3足場工(標準型)B

102.7

100.6

81.0 214.9

204.3

P2 A2 計

1800

至 市原IC

市
道
352
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線

市
道
143号

線

県道126号線

二
級
河
川
村
田
川

市道143号線

市道3529号線

二級河川村田川

市道3563号線

至 蘇我IC

足場工

(防護型)B

足場工

(標準型)B

足場工

(標準型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(標準型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(標準型)B

足場工

(標準型)B 足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(標準型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

足場工

(防護型)B

村田川橋 (上り線) 足場工図(参考図)(その1) 　S=1:500

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線)

足場工図(参考図)(その1)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

　1. 本図面は、完成図・管理用平面図・簡易計測か

　   ら作成したものであり、平面位置関係等において

　   は、現地測量を要する。

注記）

(落橋防止システム施工時)

:標準型

:防護型
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側 面 図
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項　目 数量単位 備　考

空m3足場工(防護型)A

空m3足場工(標準型)A

91.6

37.2

市道143号線

400 400 400 400

足場工

(防護型)A

足場工

(標準型)A

足場工

(防護型)A

足場工

(防護型)A

足場工

(防護型)A

足場工

(防護型)A

足場工

(標準型)A

足場工

(防護型)A

村田川橋 (上り線) 足場工図(参考図)(その2) 　S=1:250

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

村田川橋 (上り線)

足場工図(参考図)(その2)

館山自動車道

豊成高架橋耐震補強工事

大成エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社　関東支社

市　原　管　理  事  務  所

　1. 本図面は、完成図・管理用平面図・簡易計測か

　   ら作成したものであり、平面位置関係等において

　   は、現地測量を要する。

注記）

(P2橋脚耐震補強時)

:標準型

:防護型
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